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低消費電力、高精度、シングル電源オペアンプ

特　長
● 広い電源電圧範囲：

シングル電源：Vs=+2.7V～+36V
デュアル電源：Vs=±1.35V～±18V

● 保証された性能：
+2.7V、+5V、および±15V

● 低無信号時電流：250µA（1アンプにつき）
● 低入力バイアス電流：25nA（最大）

● 低オフセット電圧：100µV（最大）
● 高いCMRR、PSRR、およびAOL
● シングル、デュアル、クワッドの3タイプ

概　要
OPA234シリーズは、シングル電源、低電圧、低電力の

アプリケーションに最適なローコストのオペアンプです。
OPA234シリーズは、従来の“1013”タイプの製品と比較し
て低い無信号時電流を特長とし、工業標準のパッケージお
よびピン配列で提供されます。低オフセット電圧、高い同
相モード除去、高電源の除去、広い電源電圧範囲などによ
り、優れた精度と多用性を実現しています。同一仕様でシ
ングル、デュアル、クワッドの3タイプがあり、多様な設
計に柔軟に対応できます。OPA234シリーズは、バッテリ
駆動を必要とするポータブル･アプリケーションに最適です。
OPA234シリーズのオペアンプは、シングルまたはデュ

アル電源のどちらでも動作します。シングル電源動作で
は、入力同相モード範囲はグランド以下に拡大されてお
り、出力はグランドから50mV以内までのスイングが可能
です。優れた位相マージンにより、OPA234シリーズは高
負荷容量を含む多くのアプリケーションに最適です。デュ
アルおよびクワッド･タイプの各オペアンプは完全に独立
した回路で構成されており、クロストークが最小で相互作
用のない動作特性を示します。
シングルタイプは8ピンDIP、SOP、および高密度実装用

の8ピンMSOPで供給されます。デュアル･タイプは8ピン
DIPおよびSOP、クワッド･タイプは14ピンDIPおよびSOP
で供給されます。動作範囲はすべてのタイプについて–40
℃～+85℃です。
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このデータシートに記載されている情報は、信頼しうるものと考えておりますが、不正確な情報や記載漏れ等に関して弊社は責任を負うものではありません。情
報の使用について弊社は責任を負えませんので、各ユーザの責任において御使用下さい。価格や仕様は予告なしに変更される場合がありますのでご了承下さい。
ここに記載されているいかなる回路についても工業所有権その他の権利またはその実施権を付与したり承諾したりするものではありません。弊社は弊社製品を生
命維持に関する機器またはシステムに使用することを承認しまたは保証するものではありません。

仕様：VS = +5V
特に記述のない限り、TA = +25℃、VS = +5V、RL = 10kΩ（VS/2に接続）、VOUT = VS/2です。

OPA234PA、UA、EA
OPA234P、U、E OPA2234PA、UA
OPA2234P、U OPA4234PA、UA、U

パラメータ 条件 最小 標準 最大 最小 標準 最大 単位

オフセット電圧
入力オフセット電圧 VOS VCM = 2.5V ±40 ±100 * ±250 µV
OPA234E、EA ±100 ±150 * ±350 µV
対温度(1) dVOS/dT 動作温度範囲 ±0.5 ±3 * * µV/℃
対電源電圧 PSRR VS = +2.7V～+30V、VCM = 1.7V 3 10 * 20 µV/V
対時間 0.2 * µV/mo

チャンネル･セパレーション(デュアルおよびクワッド) 0.3 * µV/V

入力バイアス電流
入力バイアス電流(2) IB VCM = 2.5V –15 –30 * –50 nA
入力オフセット電流 IOS VCM = 2.5V ±1 ±5 * * nA

雑音 f = 1kHz
入力電圧雑音密度 vn 25 * nV/√Hz
電流雑音密度 in 80 * fA/√Hz

入力電圧範囲
同相モード電圧範囲 –0.1 (V+)–1 * * V
同相モード除去 CMRR VCM = –0.1V～4V 91 106 86 * dB

入力インピーダンス
差動 107  5 * Ω  pF
同相モード VCM = 2.5V 1010  6 * Ω  pF

開ループ･ゲイン VO = 0.25V～4V
開ループ電圧ゲイン AOL RL = 10kΩ 108 120 100 * dB

RL = 2kΩ 86 96 86 * dB

周波数応答
ゲイン･バンド幅積 GBW CL = 100pF 0.35 * MHz
スルーレート SR 0.2 * V/µs
セトリングタイム：0.1% G = 1、3Vステップ、CL = 100pF 15 * µs

0.01% G = 1、3Vステップ、CL = 100pF 25 * µs
過負荷回復時間 (VIN)(ゲイン) = Vs 16 * µs

出力
電圧出力、正 RL = 10kΩ(対Vs/2) (V+)–1 (V+)–0.65 * * V

負 RL = 10kΩ(対Vs/2) 0.25 0.05 * * V
正 RL = 10kΩ(対グランド) (V+)–1 (V+)–0.65 * * V
負 RL = 10kΩ(対グランド) 0.1 0.05 * * V

短絡電流 ISC ±11 * mA
容量性負荷ドライブ(安定動作)(3) G = +1 1000 * pF

電源
仕様動作電圧 +5 * V
動作電圧範囲 +2.7 +36 * * V
無信号時電流(アンプにつき) IQ IO = 0 250 300 * * µA

温度範囲
仕様温度範囲 –40 +85 * * ℃
動作範囲 –40 +125 * * ℃
保存 –55 +125 * * ℃
熱抵抗、 θJA

8ピンDIP 100 * ℃/W
8ピンSOP 150 * ℃/W
8ピンMSOP 220 * ℃/W
14ピンDIP 80 * ℃/W
14ピンSOP 110 * ℃/W

*仕様はOPA234P、U、Eと同じ。

注：（1）ウェハー試験により95%の信頼性レベルで保証されています。（2）+は入力端子への電流の流入を表します。（3）“小信号オーバーシュート対負荷容量”の代
表曲線を参照してください。
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仕様：VS = +2.7V
特に記述のない限り、TA = +25℃、VS = +2.7V、RL = 10kΩ（VS/2に接続）、VOUT = VS/2です。

OPA234PA、UA、EA
OPA234P、U、E OPA2234PA、UA
OPA2234P、U OPA4234PA、UA、U

パラメータ 条件 最小 標準 最大 最小 標準 最大 単位

オフセット電圧
入力オフセット電圧 VOS VCM = 1.35V ±40 ±100 * ±250 µV
OPA234E、EA ±100 ±150 * ±350 µV
対温度(1) dVOS/dT 動作温度範囲 ±0.5 ±3 * * µV/℃
対電源電圧 PSRR VS = +2.7V～+30V、VCM = 1.7V 3 10 * 20 µV/V
対時間 0.2 * µV/mo

チャンネル･セパレーション(デュアルおよびクワッド) 0.3 * µV/V

入力バイアス電流
入力バイアス電流(2) IB VCM = 1.35V –15 –30 * –50 nA
入力オフセット電流 IOS VCM = 1.35V ±1 ±5 * * n

雑音 f = 1kHz
入力電圧雑音密度 vn 25 * nV/√Hz
電流雑音密度 in 80 * fA/√Hz

入力電圧範囲
同相モード電圧範囲 –0.1 (V+)–1 * * V
同相モード除去 CMRR VCM = –0.1V～1.7V 96 106 86 * dB

入力インピーダンス
差動 107  5 * Ω  pF
同相モード VCM = 1.35V 1010  6 * Ω  pF

開ループ･ゲイン VO = 0.25V～1.7V
開ループ電圧ゲイン AOL RL = 10kΩ 108 125 100 * dB

RL = 2kΩ 86 96 86 * dB

周波数応答
ゲイン･バンド幅積 GBW CL = 100pF 0.35 * MHz
スルーレート SR 0.2 * V/µs
セトリングタイム：0.1% G = 1、1Vステップ、CL = 100pF 6 * µs

0.01% G = 1、1Vステップ、CL = 100pF 16 * µs
過負荷回復時間 (VIN)(ゲイン) = Vs 8 * µs

出力
電圧出力、正 RL = 10kΩ(対Vs/2) (V+)–1 (V+)–0.6 * * V

負 RL = 10kΩ(対Vs/2) 0.25 0.05 * * V
正 RL = 10kΩ(対グランド) (V+)–1 (V+)–0.65 * * V
負 RL = 10kΩ(対グランド) 0.1 0.05 * * V

短絡電流 ISC ±8 * mA
容量性負荷ドライブ(安定動作)(3) G = +1 1000 * pF

電源
仕様動作電圧 +2.7 * V
動作電圧範囲 +2.7 +36 * * V
無信号時電流(アンプにつき) IQ IO = 0 250 300 * * µA

温度範囲
仕様温度範囲 –40 +85 * * ℃
動作範囲 –40 +125 * * ℃
保存 –55 +125 * * ℃
熱抵抗、 θJA

8ピンDIP 100 * ℃/W
8ピンSOP 150 * ℃/W
8ピンMSOP 220 * ℃/W
14ピンDIP 80 * ℃/W
14ピンSOP 110 * ℃/W

*仕様はOPA234P、U、Eと同じ。

注：（1）ウェハー試験により95%の信頼性レベルで保証されています。（2）+は入力端子への電流の流入を表します。（3）“小信号オーバーシュート対負荷容量”の代
表曲線を参照してください。
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仕様：VS = ±15V
特に記述のない限り、TA = +25℃、VS = ±15V、RL = 10kΩ（グランドに接続）です。

OPA234PA、UA、EA
OPA234P、U、E OPA2234PA、UA
OPA2234P、U OPA4234PA、UA、U

パラメータ 条件 最小 標準 最大 最小 標準 最大 単位

オフセット電圧
入力オフセット電圧 VOS VCM = 0V ±70 ±250 * ±500 µV
OPA4234U ±70 ±250 µV
対温度(1) dVOS/dT 動作温度範囲 ±0.5 ±5 * * µV/℃
対電源電圧 PSRR VS = ±1.35V～±18V、VCM = 0V 3 10 * 20 µV/V
対時間 0.2 * µV/mo

チャンネル･セパレーション(デュアルおよびクワッド) 0.3 * µV/V

入力バイアス電流
入力バイアス電流(2) IB VCM = 0V –12 –25 * –50 nA
入力オフセット電流 IOS VCM = 0V ±1 ±5 * * nA

雑音 f = 1kHz
入力電圧雑音密度 vn 25 * nV/√Hz
電流雑音密度 in 80 * fA/√Hz

入力電圧範囲
同相モード電圧範囲 (V–) (V+)–1 * * V
同相モード除去 CMRR VCM = –15V～14V 91 106 86 * dB

入力インピーダンス
差動 107  5 * Ω  pF
同相モード VCM = 0V 1010  6 * Ω  pF

開ループ･ゲイン
開ループ電圧ゲイン AOL VO = –14.5V～14V 110 120 100 * dB

周波数応答
ゲイン･バンド幅積 GBW CL = 100pF 0.35 * MHz
スルーレート SR 0.2 * V/µs
セトリングタイム：0.1% G = 1、10Vステップ、CL = 100pF 41 * µs

0.01% G = 1、10Vステップ、CL = 100pF 47 * µs
過負荷回復時間 (VIN)(ゲイン) = Vs 22 * µs

出力
電圧出力、正 (V+)–1 (V+)–0.7 * * V

負 (V–)+0.5 (V–)+0.15 * * V
短絡電流 ISC ±22 * mA
容量性負荷ドライブ(安定動作)(3) G = +1 1000 * pF

電源
仕様動作電圧 ±15 * V
動作電圧範囲 ±1.35 ±18 * * V
無信号時電流(アンプにつき) IQ IO = 0 ±275 ±350 * * µA

温度範囲
仕様温度範囲 –40 +85 * * ℃
動作範囲 –40 +125 * * ℃
保存 –55 +125 * * ℃
熱抵抗、 θJA

8ピンDIP 100 * ℃/W
8ピンSOP 150 * ℃/W
8ピンMSOP 220 * ℃/W
14ピンDIP 80 * ℃/W
14ピンSOP 110 * ℃/W

*仕様はOPA234P、U、Eと同じ。

注：（1）ウェハー試験により95%の信頼性レベルで保証されています。（2）+は入力端子への電流の流入を表します。（3）“小信号オーバーシュート対負荷容量”の代
表曲線を参照してください。
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パッケージ情報/ご発注の手引き

パッケージ パッケージの
モデル パッケージ 図番号（1） 仕様温度範囲 マーキング 発注番号（1） 供給時の状態

シングル
OPA234EA 8ピンMSOP 337 –40℃ ～ +85℃ A34(2) OPA234EA/250 テープリール

OPA234EA/2K5 テープリール
OPA234E 8ピンMSOP 337 –40℃ ～ +85℃ A34(2) OPA234E/250 テープリール

OPA234E/2K5 テープリール
OPA234PA 8ピン･プラスチックDIP 006 –40℃ ～ +85℃ OPA234PA OPA234PA マガジン
OPA234P 8ピン･プラスチックDIP 006 –40℃ ～ +85℃ OPA234P OPA234P マガジン
OPA234UA 8ピンSOP 182 –40℃ ～ +85℃ OPA234UA OPA234UA マガジン
OPA234U 8ピンSOP 182 –40℃ ～ +85℃ OPA234U OPA234U マガジン

デュアル
OPA2234PA 8ピン･プラスチックDIP 006 –40℃ ～ +85℃ OPA2234PA OPA2234PA マガジン
OPA2234P 8ピン･プラスチックDIP 006 –40℃ ～ +85℃ OPA2234P OPA2234P マガジン
OPA2234UA 8ピンSOP 182 –40℃ ～ +85℃ OPA2234UA OPA2234UA マガジン
OPA2234U 8ピンSOP 182 –40℃ ～ +85℃ OPA2234U OPA2234U マガジン

クワッド
OPA4234PA 14ピン･プラスチックDIP 010 –40℃ ～ +85℃ OPA4234PA OPA4234PA マガジン
OPA4234P 14ピン･プラスチックDIP 010 –40℃ ～ +85℃ OPA4234P OPA4234P マガジン
OPA4234UA 14ピンSOP 235 –40℃ ～ +85℃ OPA4234UA OPA4234UA マガジン
OPA4234U 14ピンSOP 235 –40℃ ～ +85℃ OPA4234U OPA4234U マガジン

注：（1）スラッシュ（/）の付いたモデルは、表示数量を単位とするテープリールでのみ供給されます（例えば、/2K5はリール1本あたり2,500個入りであることを示し
ます）。“OPA234E/2K5”を発注すると、2,500個入りのテープリールが1本納入されます。（2）グレードはリールにマーキングされています。

　静電気放電対策
静電気放電はわずかな性能の低下から完全なデバイスの故障に
至るまで、様々な損傷を与えます。すべての集積回路は、適切な
ESD保護方法を用いて、取り扱いと保存を行うようにしてくださ
い。高精度の集積回路は、損傷に対して敏感であり、極めてわず
かなパラメータの変化によりデバイスに規定された仕様に適合し
なくなる場合があります。

絶対最大定格

電源電圧、V+～V– ................................................................................36V
入力電圧...............................................................（V–）–0.7V～（V+）+0.7V
出力短絡（1）........................................................................................... 連続
動作温度............................................................................. –40℃～+125℃
保存温度............................................................................. –55℃～+125℃
接合部温度 ........................................................................................ 150℃
リード温度（10秒の半田付け）........................................................... 300℃

注：（1）グランドへの短絡、1つのパッケージにつき1つのアンプ。



6

0.1

140

120

100

80

60

40

20

0

–20

0

–30

–60

–90

–120

–150

–180

V
ol

ta
ge

 G
ai

n 
(d

B
)

P
ha

se
 (

°)

Frequency (Hz)

1 10 100 1k 10k 100k 1M

CL = 100pF

G

φ

VO = 0.25V

VS = +5V
±15V

VO =
VS

2

VS = +2.7V

CMR

+PSR

Frequency (Hz)

P
S

R
, C

M
R

 (
dB

)

120

110

100

90

80

70

60

50

40

30

20

10

0
10 100 1k 10k 100k 1M

–PSR

VS = +2.7V, +5V
       or ±15V
VS = +2.7V or +5V
VS = ±15V

1

1k

100

10

V
ol

ta
ge

 N
oi

se
 (

nV
/√

H
z)

C
ur

re
nt

 N
oi

se
 (

fA
/√

H
z)

Frequency (Hz)

10 100 1k 10k 100k

Current Noise

Voltage Noise

Frequency (Hz)

C
ha

nn
el

 S
ep

ar
at

io
n 

(d
B

)

160

140

120

100

80

10 100 1k 10k 100k

Dual and quad devices.
G = 1,  all channels.
Quad measured channel
A to D or B to C—other
combinations yield improved
rejection.

RL = 10kΩ

Ambient Temperature (°C)

In
pu

t B
ia

s,
 In

pu
t O

ffs
et

 C
ur

re
nt

 (
nA

)

–20

–15

–10

–5

0

+5
–75 –50 –25 0 25 50 75 100 125

VS = +2.7V, +5V

IOS

VS = ±15V

IB

Common-Mode Voltage (V)

In
pu

t B
ia

s 
C

ur
re

nt
 (

nA
)

–17

–16

–15

–14

–13

–12

–11

–10
–15 –10 –5 0 5 10 15

VS = +5V

VS = +2.7V

VS = ±15V

デュアルおよびクワッド･デバ
イスすべてのチャンネルでG=1
クワッドはチャンネルAから
D、またはBからCを測定。そ
の他の組み合わせはより改善さ
れます。

代表的性能曲線
特に記述のない限り、TA=+25℃、RL=10kΩです。

開ループ･ゲインおよび位相対周波数

入力雑音および電流雑音スペクトル密度対周波数

入力バイアスおよび入力オフセット電流対温度

電源および同相モード除去対周波数

チャンネル･セパレーション対周波数

入力バイアス電流対入力同相モード電圧



7

P
er

ce
nt

 o
f A

m
pl

ifi
er

s 
(%

)

Offset Voltage (µV)

025 25 50 75 12
5

10
0

15
0

17
5

0.3% 0.1%

20
0

20
0

17
5

15
0

12
5

10
0 75 50

25

20

15

10

5

0

VS = +2.7V, +5VTypical production
distribution of packaged
units. Single, dual, and
quad units included.

0.1%

P
er

ce
nt

 o
f A

m
pl

ifi
er

s 
(%

)

Offset Voltage (µV)

0

10
0

20
0

30
0

40
0

50
0

–5
00

–4
00

–3
00

–2
00

–1
00

30

25

20

15

10

5

0

VS = ±15VTypical production
distribution of packaged
units. Single, dual,
and quad units included.

0.2%

0.3%
0.7%

0.1% 0.5%

P
er

ce
nt

 o
f A

m
pl

ifi
er

s 
(%

)

Offset Voltage Drift (µV/°C)

3

3.
5 4

4.
5 5

0.
5 1

1.
5 2

2.
5

35

30

25

20

15

10

5

0

0.1% 0.1%0.2% 0.1%

0.3%

VS = +2.7V Typical production
distribution of packaged
units. Single, dual,
and quad units included.

P
er

ce
nt

 o
f A

m
pl

ifi
er

s 
(%

)

Offset Voltage Drift (µV/°C)

3

3.
5 4

4.
5 5

0.
5 1

1.
5 2

2.
5

35

30

25

20

15

10

5

0

0.1% 0.1%0.2%0.5%
0.3%

VS = +5V Typical production
distribution of packaged
units. Single, dual,
and quad units included.

P
er

ce
nt

 o
f A

m
pl

ifi
er

s 
(%

)

Offset Voltage Drift (µV/°C)

30

25

20

15

10

5

0

0.
5

1.
5 21 3

3.
5

2.
5 4

4.
5 5

5.
5 6

6.
5 7 8

7.
5

VS = ±15V
Typical production
distribution of packaged
units. Single, dual,
and quad units included.

0.1% 0.1%0.1%0.1%

0.2%
0.4% 0.3%

Ambient Temperature (°C)

A
O

L,
 C

M
R

, P
S

R
 (

dB
)

140

130

120

110

100

90

80

70

60
–75 –50 –25 0 25 50 75 100 125

CMR

PSR

VCM = (V–) –0.02V to (V+) –1V
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VS = ±15V

パッケージ単位での代表
的な製造分布。シングル、
デュアル、およびクワッ
ドを含む。

代表的性能曲線
特に記述のない限り、TA=+25℃、RL=10kΩです。

オフセット電圧分布

オフセット電圧ドリフト分布

オフセット電圧ドリフト分布

オフセット電圧分布

オフセット電圧ドリフト分布

AOL、CMR、PSR対温度

パッケージ単位での代表
的な製造分布。シングル、
デュアル、およびクワッ
ドを含む。

パッケージ単位での代表
的な製造分布。シングル、
デュアル、およびクワッ
ドを含む。

パッケージ単位での代表
的な製造分布。シングル、
デュアル、およびクワッ
ドを含む。

パッケージ単位での代表
的な製造分布。シングル、
デュアル、およびクワッ
ドを含む。
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G = –1,
G = +2

G = +1,
VS = +2.7, +5V

G = +1,
VS = ±15V

G = ±10

G = –2
VO = 100mVp-p

代表的性能曲線
特に記述のない限り、TA=+25℃、RL=10kΩです。

小信号ステップ応答
G=1、CL=100pF、VS=+5V

大信号ステップ応答
G=1、CL=100pF、VS=+5V

出力電圧振幅対出力電流

小信号ステップ応答
G=1、CL=10,000pF、VS=+5V

セトリングタイム対閉ループ･ゲイン

小信号オーバーシュート対負荷容量
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を伴わない最大出力電圧

図1. OPA234オフセット電圧調整回路

代表的性能曲線
特に記述のない限り、TA=+25℃、RL=10kΩです。

アプリケーション情報
OPA234シリーズはユニティ･ゲインで安定動作する幅広いアプ
リケーションに最適な汎用オペアンプです。電源ピンは10nFのセ
ラミック･コンデンサでバイパスする必要があります。

動作電圧

OPA234シリーズのオペアンプはシングル（+2.7V～+36V）または
デュアル（±1.35V～±18V）の電源電圧範囲で優れた性能を発揮し
ます。各仕様の製造試験は+2.7V、+5V、および±15Vの電源電圧
で行われていますが、大部分の回路動作は動作電圧領域の全域で
不変です。動作電圧により大きく変動するパラメータについて
は、代表的性能曲線にその特性を示します。

オフセット電圧調整

OPA234シリーズのアンプはレーザ･トリムされており、通常
ユーザによる調整が不要です。OPA234（シングル･タイプ）は、ピ
ン1および5にオフセット電圧調整端子を備えています。図1に示
されているようにポテンショメータを接続することにより調整す
ることができます。この調整はオペアンプのオフセットのゼロ位
調整にのみ使用し、システム･オフセットや信号源により生成さ
れるオフセットのゼロ位調整に使用することはできません。オフ
セットのゼロ位調整により、オペアンプのオフセット電圧ドリフ
トの特性が変化する可能性があります。この電圧ドリフトの変化
を正確に予測することはできませんが、通常は低い値です。

V+

V–

100kΩ

OPA234 sin
Use offset a
offset volta

Trim Rang

(V–) = 0V 

OPA234
6

7

5

4

3

2

1

10nF

10nF
OPA234シングル･オペアンプのみ。
オフセット調整ピンはオペアンプの
オフセット電圧のゼロ位調整にのみ
使用してください（本文参照）。

トリム幅 : ±4mV（標準）
シングル電源動作のとき（V–）=0V

最大出力電圧対周波数 無信号時電流および短絡電流対温度
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外観

パッケージ番号 006－8ピン･プラスチック･シングル幅 DIP

パッケージ番号 010－14ピン･プラスチック･シングル幅 DIP



11

パッケージ番号 182－8ピン SOP

パッケージ番号 235－14ピン SOP



12

外観

パッケージ番号 337－8ピン MSOP
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